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第 3回研究会 2017年 1月 16日

富士ゼロックス京都の CSR活動
伝統文化推進をテーマにした社会貢献

―複製古文書作成での文化推進活動―

富士ゼロックス京都 CSRグループ 文化推進室

はじめに

今日は当社の活動状況、なぜ、こんなことをやり始めたのか、また、どういうふうにし

てこういうことをやってるのかという手順のようなものをお話したいと思っています。最

後に、この活動の中で我々も勉強して分かってきたことなども、皆さんと色々情報交換し

たいという意味もありまして、お話しさせていただきたいと思っております。

あとは、紙も、基本的には手触りも同じものを作りたい。100 ％というのは、正直言っ
て絶対不可能です。不可能ですけれども、できるだけ本物に近いものを作る。やはり触っ

てもらうのとガラスの中で見るのとでは、これは全く違うんですね。

今いろいろ聞いてみますと、実際見ている方も、絵入りの本があったとしても、皆さん

も絵としか見てないわけです。「読む」という体験には入っていない。だから、150 年前
の日本語ができないのに英語ができるという、不思議な世代の方がたくさんいるわけです。

めくって、次は何を書いているんだろうかと見ることも、大きな興味を呼ぶ要素になるの

ではないかと我々は考えまして、なんとか手に触っていただこうというのが大きな目標に

なっています。

富士ゼロックスらしい社会貢献としての「古文書の複製」のきっかけ

先ほど申しましたように、なぜこんなことをやり出したのだというのがあります。それ

は、富士ゼロックス社員は今、全体で、世界を入れますと大体 45,000 人といわれており
ます。日本の中で約 3 万人ほどいるのだと思います。その中で販売を担当しているのは販
売会社。富士ゼロックス京都も、富士ゼロックスの製品の京都と滋賀を拠点とした販売会

社です。大規模な投資とか社会貢献をするのに、それよりも地域に根ざした、密着したも

のをやってくれと。これは、もともとの富士ゼロックスのいわゆる社会貢献、CSR の中
の社会貢献の姿勢なのです。だから、各地域は各地域に根ざした活動をやってくれと、こ

ういうふうになっています。

富士ゼロックスの販売会社である以上、同じ社会貢献でも、やっぱり富士ゼロックスら

しいものをやりたいです。公園の掃除でも街の掃除でも何でも構わないんですけど。それ

から地域に根ざした活動とは何かというのも、考えたいなというのがあって、考えていま
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した。

富士ゼロックスらしさというのは、富士ゼロックスのありたい姿として「強い・おもし

ろい・やさしい」会社とあります。目指すものとしては、地域から離れるのはやはりまず

いとか、文化の発展をしましょうとか、社員も一人一人の成長を実感できるような活動を

目指していきましょうというものが、もともとありました。これは比較的分かりやすかっ

た。

京都発の活動

逆に、「京都らしい」というのが分からなかったのですね。我々も、社会貢献をやるの

に色々と考えました。京都の郷山作り。京都に密着してますよね。鴨川・桂川の清掃。鴨

川なんて、京都らしいじゃないですか。歌にも出てくるし。それから京都府立植物園の清

掃。これもまさに京都ですよね。みんなを集めて京都府立植物園に行きました。弁当を出

すから来いと、50人ぐらいで行くわけです。けれど、何か違和感があるのです。これは、
では桂川・鴨川じゃなくて淀川だったらどうなんだろうかと。大阪と何が違うんだという

話です。京都の郷山作りと、大阪の郷山作りと、東京の郷山作り、何が違うのですかとい

う話です。府立植物園。じゃあ上野の動物園に掃除に行ったらどうなるのだという。

何が京都らしいのか。寺、神社が一番多いのは愛知県ですかね。寺も京都は 6 番目か 7
番目です。寺も神社もそんなに多くない。意外にないんです。

それで「京都に密着した」というのは、「京都らしい」というので置き換えてみようか

ということで考え直しました。よくよく考えると、都が 1200 年も続いてたということで
すよね。ここには歴史的な神社や仏閣がたくさんある。京町家や建造物がいまだに残って

る。実は、ほとんど明治以降のものなのですけどね。蛤御門の変で燃えてますので。京都

御所、これは大きいです。御所は天皇陛下がいらっしゃる所です。だから、明治になる前

の文化というのは、そういうのが文化の匂いとして残ったのだろうと思います。

「京都らしさ」をずっと突き詰めていきますと、実は京都が一番京都らしいところとい

うのは、こういうところなんですね。明治時代になるまでの日本の文化を作ってきたほと

んどの階層、公家・武家・宗教・町人・農家、こういったものの一番上から一番下まで、

全部の階層が一カ所にいたのは、実は京都だけなのです。「天皇陛下がいらっしゃった

所」なんて、書き換えられてます。奈良時代以前は、豪族といっても公家と言えるかとい

うと、少し違います。やはり平安京以降だろうと思います。その武家・公家の社会のトッ

プも天皇陛下でが、天皇陛下からいわゆる皇居に行ける従五位下ぐらいの高級公家は、そ

んなの京都以外、ほとんどいませんね。当然、下級の公家さんもいらっしゃるわけです。

武士もそうですね。

そして将軍。京都に将軍がいたというのを知らない方がいます。それも悩ましいのです

が、室町幕府はずっと京都です。宗教。これだけは一番トップは伊勢神宮だという話があ

って、これはその通りなんですが、京都を守っていた、平安京を守っていたお寺というと

やっぱり天台宗・真言宗です。天台宗・真言宗の座主。真言宗は高野山という意見もある

のですが、東寺がありますから、東寺にいました。だから宗教のトップもいたわけです。

宗教のトップは、神社は伊勢神宮ですが、トップは天皇陛下ですからね。天照大神は実在
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する人じゃないので別ですが。

町人のトップって何だというと、茶屋四郎次郎とか角倉了以。日本の裏で武士を動かし

て、国を動かしてたぐらいのトップです。トップというのは、やはり京都にいたのです。

京都か堺か長崎か、その辺りにしかいなかったと思います。

農家はどこにもいるんですね。大豪農というのでしょうか。

何を一所懸命言ってるかというと、これは例えば上級・中級・下級の全てが、食事もし、

家にも住み、服も着ていたわけです。天皇陛下にお食事を作る職人は、下の人には作らな

い。ということは、下の人用の職人がいたわけです。京都は、実は職人の町なんです。皆

さん、寺です、神社ですと言いますが、それはそれも見方によってはその通りですが、普

段の生活・文化から考えると、職人の町なのですね。ありとあらゆる階層の、衣食住全部

やってる職人が住んでたのは、京都だけなのです。

ある時、明治という名の下に、注文する中心の公家と武士がいなくなりました。職人だ

け残ってしまったのです。金のある職人は付いていきましたよ。ほとんどの一般職人は全

部、京都に残るわけです。その人たちが、意外と色々なものを持っていて、文献もたくさ

ん持っていました。それが文書として残ってるのです。
もんじよ

そういうのを見ると、京都には色々な文化が今も脈々と流れてるのだろうと思います。

意外と、士農工商なんて分かれ方ではなくて、数少ない、日本で有数の職人の町です。そ

こを見いだすためには、文献というものがとても重要です。政治で使ったものだけじゃあ

りません。文書で伝えていかない限りは、口伝か何かでしか伝えられないわけです。「文

書はとっても重要や、この辺だ」と改めて私も理解し始めました。

「京都らしさ」を、見方を変えてみると、他の地域ではあり得ない階層のるつぼです。

全ての階層が一つの町にいたのです。それから、各階層に対する職人がいました。技術が

あったわけです。階層の職人をつなぐ情報手段があったのですね。口伝であったり、文書

であったり。江戸もそのようですけれども、京都も江戸中期にはもう 8 割くらいの方がひ
らがなは読めたそうです。識字率 8 割。江戸時代には文字を読めないんじゃないかと思っ
ている方がたくさんいらっしゃるようですが、実は日本の教養はそんなにレベルの低いも

のではなくて、もっと高い。情報をつないでるのです。

情報手段の中に文書・文献があったのです。もっと生き生きしていたものなのだろうと

思います。文書そのものが、しまい込まれたり、ガラスの中に置かれたりするものではな

くて、みんなが見たり読んだり触れたりできるものだったのだろうと思います。

後から分かってくるのですが、階層によっても色々なものが違うのが、かなりの部分、

早い時期に取っ払われたりするのですね。色々なことが起こります。

京都を考えていて、ちょうどこんなことを考え出したころに、ぽつんとこんな依頼が来

ました。

奈良屋杉本家との出会い（京都らしさと考える一つの文書との出会い）

奈良屋杉本家は京都で最大級の町屋で、建物もお庭も全部重要文化財に指定されている

ところです。『歳 中 覚』という、天保（または寛永・寛政）年間の 1 年間の、この家の
さいちゆうおぼえ

備忘録のようなものです。各節会でこういうことをやれとか、1 月はこういうことをやれ
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とか、2 月はこういうことをやれとか、ずっと書かれています。もちろん一般的なもので
はなくて、その家でやれというものです。浄土真宗なので、門松は一切立てません。それ

は神様のもので、うちは浄土真宗で仏様だから立てない。それを作ってくれという依頼が、

杉本家からあったのです。

初めは何を言ってるいか分からなくて、「何ですか」と言ったら、実はこの江戸時代の

『歳中覚』というものの中に、1 月 1 日はこういう材料を使ってこういう料理を作れとい
うものが書かれている。各節会ごとに書かれているから、そういうものを作りたい。実は

跡継ぎの杉本節子さんが料理研究家なのです。江戸時代のそういう料理を作りたいという

ことで作り始めたらしいのですが、どうも江戸時代に使っていた材料が今はない。代わり

にこういうものを使いたい。これを、横に書き込みたかったようなのです。でもこの『歳

中覚』が家宝なものですから、そこに書き込めないのですね。コピーを取ってというとこ

ろからスタートしました。初めは「分かりました」と、両面コピー取って、渡しました。

実はああいうものを作る時に、本物をガラスの上に置いてスキャンできるかというと、

できないです。紐が切れたり紙が破けたりします。260 年くらい経っているわけですから、
できません。ですから、いわゆる非接触のブックスキャナーで撮りました。画像は残った

のですね。弊社の社長に「この画像返します」と言ったら、「返す前に本物作ろう」と言

うのです。本物作るってどういう意味？ 「本物だから、紙も、綴じてる紐も、本物を使

ってやらないか。本物の文字と同じような色を出して。色を出すのは、コピーの会社は得

意やろ」という話です。そんな話から、ああでもない、こうでもないとやり始めました。

それでこれを、平成の『歳中覚』を納めました。

大変でした。何も知らなくて、何もできなくて、綴じ方も分からなくて、どうなってる

かも分からない。大福帳綴じ。泣きました。これは 5 束あるのですが、80 ページが 5 束
あります。大体 80 ページなんですよ。20 枚が四つ折りになっているわけです。それでつ
ないでいって、5束が一つになっていました。400ページです。知らずに取った 1ページ 1
ページは、ブックスキャナーでちゃんと画像があります。この画像を、上向けたり下向け

たり、順序変えたり、色々して並べます。そうしないと、重なっていますから。1 ページ
と 2ページだと、例えば 80枚あるとすると、紙の半分は 79・80になるわけです。しかも
開けると、上下が逆になります。初めは大変やなと思って、でも何だかんだ言いながら順

序を整えればいいだけやねと。ところが、全部のコピーを取って合わせてみたら、厚く重

なってる、いわゆる綴じ代が、綴じの真ん中は 0cm、一番外側は 1.5cm くらいあるのです。
綴じたら全部見えなくなる。そんなことが分かったりしながら作りました。

やっているうちに、やはりいわゆる京都らしさが、例えば情報伝達手段のところを取る

と、それがこういう文書そのもの、文書そのものを作る技術だとかそういったものになっ
ぶんしよ もんじよ

てくる。富士ゼロックスの技術はこういうふうにしてあるという所で、「あっ、何か引っ

付くよね」と。それだったらというので、2008年から最初は私一人でやり出しましたが、
社長と話をして 2010 年 4 月に組織にしました。その時に初めて社会貢献ということを前
面に出して、CSRの社会貢献のセクションだということで始めました。

複製古文書作製（京都らしい文化の伝播を目指して）
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最初は、どんなものがあるか分からない。やったことがあるのは、大福帳の『歳中覚』

だけなのですから。もう色々なものを悪戦苦闘しながらやってみました。でも悪戦苦闘し

たおかげで、色々なことが分かってくるわけです。まずはこんなものがあるよということ

で、一枚物、綴本、折本、巻物、全部やりました。大きな折本は鎌倉時代の法華経です。
とじほん おりほん まきもの

先生が、学生の前でこれをバサッと開げるのをやりたいと。鎌倉時代はお坊さんがタレン

トだった。そのタレントのやることがこれだ。やりたいけれど、自分の持ってるのは本物

なので、鎌倉時代のものだから怖くてできないと。それで、うちに作ってくれと言うので

作りました。

ちょうど今日やるから見に来てと言われて、みんなで見に行きましたよ。学生が、「先

生、これ、触っていいんですか」、先生が「今回は特別や」と。終わってから、「実は後ろ

にいるのが作ってもらった会社の人だ。これはレプリカだ」とか何か言いながらやってい

ました。でもその学生さんですら、本物を触っていると全く反応が違います。「本当に、

先生いいんですか？ これ、折れたらどうするんですか」と言いながらやっていました。

巻物もやりました。巻物も、最初は 1 枚の紙を貼って巻物にしていました。でも裏貼り
がありますよね。「この裏貼り、3 枚あるで」とか、「5 枚やで」とか。修復するたびに裏
貼りするものですから、どんどん裏貼りが増えてくる。でも、それも歴史なので放ってお

くわけにいかないから、真似してやる。「その裏貼りってどうするんやろうか」というよ

うなこともやりました。そして、プロセスができてきました。

最初に調査を当然します。昔のことですから、紙がとても貴重なので、今みたいに同じ

紙が必ず使われているというわけでもありません。特に民間の、庶民の使ってるものなん

て、いっぱい裏紙を使っていたり、貼ったり、色々なことをやっています。それから、使

ってる紐、糊。紙、糊、紐は絶対重要です。糊も、知らずに最初のころはスティック糊か

何かで引っ付けていましたが、2 カ月したらペロンと外れる。そういうのも後から分かっ
てきました。

調査した後に電子化します。これが先ほど言いましたように、スキャンをしたり、写真

を撮ったり。一枚物はできるだけスキャンをさせていただいています。もちろん了解を得

てということですが、紙をガラスの上に置いて、スキャンをします。それが一番きれいに

撮れるのです。そうでないものは非接触で、今はブックスキャナーよりもカメラが多いで

す。カメラで置いてそーっとやりながら、写真を撮っていきます。

それでデータ加工するのですが、ものすごい作業がこの辺で必要になります。これを間

違ったらえらいことになる、この辺の紙選びとかが重要なのですが、時間が掛かるのは圧

倒的にこの色合わせです。というのは、紙には汚れがあります。やはり 200年、300年、400
年経つと紙だって汚れるわけです。汚れにももちろん種類があります。簡単に言えば、倉

庫にじーっと眠っていたものはやはりグレーの汚れだし、少しでも陽が入るような所に置

かれてると少し赤茶色くなってくる。汚れも変わってきます。そういったものも全部含め

て出そうとすると、このコピーの機械も限界がありまして、全体を一挙にやると文字・墨

の色が変わってしまうのです。仕方がないので、一文字一文字抜きます。抜いて、Photoshop
という描画ソフトを使います。多い時だと、今までで一番多いのは 47 レイヤーなのです
が、47 種類付けて、一つずつ全部色を合わせて、最後にガシャンっておさめて一つにす
るという形を取っています。ですから時間は掛かります。間違ったらどうしようもないの
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が紙の選択というか、最初の基礎調査をやらないと色合わせはどうしようもないですね。

それで最後に製本。貼ったり切ったりするのですが、例えば断裁・化粧裁ちは、本当の

丸包丁を持ってやったこともあるのですが、ちゃんとできるかと言ったら、ちょっと自信

はないです。やっぱり断裁機でガシャーンと、こういうものはもう、機械を使っています。

でも、紐で綴じたり折ったりするというのは、これはもう至難の業です。皆さん、これ

何気なくできていると思うでしょう？ 例えば折本でも、折っている位置も全部文字と合

っています。本物と同じ位置で折っているということです。これは、ほとんど死に物狂い

です。実は、少し間が開いてるところで調整したり、空白の部分で調整したりも、もちろ

んしています。最後のところ、それこそ画竜点睛を欠くじゃないですけど、ここを失敗し

たらもう悲惨です。

こんなことができたのも、ありがたいことに京都は職人の町だからです。色々な物が全

部揃うのです。タクシー 1メーターで紙も全部揃います。
紐も麻紐・絹糸・木綿糸、全部揃います。糊も普通の糊・大豆の糊・米の糊・海藻の糊、

全部揃います。布も西陣に行けば全部揃います。作れと言えば、その通りのものを作りま

す。写真を持って、「これお願いします」と言うと、金は取られますが、本物と同じもの

を作ります。京都ならではです。素晴らしいです。当然、画材もそうです。私なんかは日

本画材屋さんによく行くのですが、そこで教えてもらいます。雲母は粗めとか極粗とか細
き ら

めとか、色々あります。これはこういう時に使う、これはこういうふうにしてキラキラ感

を出すんや、とかいうのを全部教えてくれます。ありがたいですね。こういう所回ってう

ろうろしながら、そういう所で勉強しながら、表具屋さんから何まで全部行ってます。

段々とできるようになってきたわけです。こういうことができるようになって、再生に

は二つのやり方を取っています。

一つは、一番最初に出来上がった形、汚れを全部取った時にどんなものができるのだろ

うか。そういったものを作ることもあります。汚れがない状態です。それから、汚れを残

して今の汚れのまま作るケースがあります。博物館とか図書館は、やはり今のままを作っ

てくれというのが多いです。所有者は、出来上がったばかりの状態で作ってほしいと言い

ます。その出来上がった当時のものを作るのが、また難しい。ご存知のように、藍とか緑

青の緑とか朱の色は、もう 30 年ごとくらいに色が変わっていくのです。それをできたば
かりの色にするためには、その朱の色が鎌倉朱なのか古代朱なのかを調べて、それでその

画材屋さんに行って本物を買ってきて、膠で溶いて、塗ってみて、乾いた後に、「これや。
にかわ

これでいこう」となってそれで作ると、所有者が「こんなのじゃなかった」という話が起

こるくらいに変わります。藍なんて、初めは青。簡単に言えば、何か緑っぽくないか？

黒っぽくないか？ 青光りしてるで、みたいな色がだんだんと変わっていくわけです。朱

もそうです。朱もその通りで、それは NHK の CG で平等院のできたばかりの像を放送す
ると、あんなきれいなわけないやろって思うぐらい、朱の色が鮮やかに発色してきれいで

す。輝いてますよ。コピーの機械ではその点が弱いので、あまり発色は言わないようにし

ます。

それはそうと現状、今の汚れを残したままの再生と、復元再生―元の形に戻して再生

するという 2 種類をやっています。できない部分もあるので完璧にはできませんが、一所
懸命、そうやろうとしています。
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製作の苦労と共に分かってきた事

こういうことをやってきた中で、お陰様でこだわってこだわってやったために、色々な

ことが分かってきました。皆さんは、例えば書かれていることを中心に調べる方が圧倒的

だと思いますが、うちはどちらかというと作る方ですので、作る方のことをどうしても見

てしまいます。

先ほど一番最初に言いました、階層別というのがこの中には色濃く出ています。公家の

トップクラスしかやっていないもの、使ってない紙なんていうのが、実はあるのです。紙

も楮、楮紙。それから雁皮紙。三椏。真弓、壇。麻。こういったものが紙の材料として
こうぞ ち よ し が ん ぴ し みつまた まゆみ

使われるのですが、それだけじゃなくて、それをさらに晒すか晒さないか、白くしていく

か白くしていかないかで紙が変わってきます。もちろん檀紙もそうですけれど、檀紙がだ
だ ん し

んだんと奉書紙という言われ方をして、時代と共に変わってくるわけです。ですから、い

つの間にか名前が変わってきたりします。

特に高級な雁皮紙は成長が遅いので 3年に 1回くらいしかできないわけです。楮は毎年
のようにできてきます。鳥の子紙って、もともと雁皮紙のことですね。雁皮紙の色、あれ

が楮の茶色よりももっとつやがあって、ちょっと茶色っぽくて、これは典型的な公家用の

紙です。こんなの、ものすごく使いにくいですよ。貼るのも貼りにくいですし。水でピャ

ッと合わすと縮みのような皺になって、もう大変な思いをします。これが、色を中心とし

た捉え方に段々と変わってきて、「楮の鳥の子紙」なんて言います。色が同じようなら全

部鳥の子だと、段々と変わってきます。ですから、一所懸命に勉強するような和紙屋さん

では、鳥の子と言うと雁皮を持ってくるんですけれども、あまり勉強してない方ですと鳥

の子と言っても、「はいはい。これ、越前の鳥の子の何とかです」とか言って持ってきま

す。まあ、そうやな。まあ、それも間違いじゃないよね、と。時代と共に変わってくるか

ら。でも、実は鳥の子に雁皮紙なんか使わなかったんですよ。鳥の子を使いたくても雁皮

紙って 3 年に 1 回しか育たないわけですから、公家が全部取って使えないわけです。檀
まゆみ

もそうです。檀も加工して、もともとは縮みのような皺ができたのです。たぶん密書など

で「これは間違いなくここで作った」ということを表すために、その変わった皺みたいな

ものを残したんじゃないかと、勝手に私は思っているんですけど。でも、今でも奉書紙と

いう、縮み・皺の寄ったようなのがありますね。

間似合紙、ご存知ですか。もともと間似合紙は、大きな紙なのです。九十何 cm あるよ
ま に あ い が み

うな。襖にも使えるような紙です。昔ですから、手漉きの和紙も小さかった。機械も小さ

かったのですね。今の越前みたいに一辺 8m の機械でやっているのはありません。無くて、
それから少し大きなものを作り出しました。それで作ったら襖でも何でも間に合うよとい

うことで、間似合紙と言われていたのです。それが、特に西宮の名塩で泥を入れるのです。
な じ お

なぜ泥を入れるかというと、まず透けない。紙は透き通りますよね。それが泥を入れると

透き通らないのです。それから、滲まない。膠を塗ったり、礬水引きして滲まないよう
にかわ ど う さ

にするのもありますが、間似合紙も滲みません。つやがある。それから、泥ですからちょ

っと火に強い。一番のポイントは、虫が食わない。間似合紙は、虫が嫌がって食わないの

です。そうなってくると、本来「間似合紙」というのは大きな紙を意味したのに、虫が食

わなくて、透けなくてつるつるしてるものが間似合紙になります。泥入りが当たり前でし
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た。間似合紙というと、今は泥入りの紙のことを言うのがわりと一般的です。

染めも藍染め、草木染、全部あります。もちろんそのほかにも、画仙紙というものがあ

ったりもします。それからいわゆる漉きの目。紙漉きをすると、そこに漉きの目が残るわ

けですけれど、そういったものも、杉板であったり刷毛目であったり、色々なものが出て
は け

きます。多分、これも一番広がったのは戦国時代の密書の世界だろうと思います。戦国時

代の密書の時代に、単に花押だけじゃなくて、その紙を使っていないと本物じゃない、こ

こから来たものだということを表したかったのではないかと、これも徹底的に調べている

わけではないので、違うかもしれませんが、私はそう思って今見てます。

厚さも全然分かりません。和紙の厚さほど分からないものは無いのです。3 匁、5 匁、7
匁、10 匁なんていう言い方をして、重さでやることは間違いないのですが、あれは何枚
か、100 枚とかを重ねた重さなのですね。漉き機が小さいと、紙も小さいじゃないですか。
100 枚重ねても、小さければ軽いじゃないですか。だから薄いのかなと思ったら、えらく
厚いのが来たりします。だから、それだけ地方によって違う。

ただし、地方によっては、その土地の作り方を本当にそのまま引き継いでるのかという

と、それは少し違うと思います。色々な所で勉強してきた人が、自分の所で材料の木を育

てたりしてやってるケースがあるので、どうでしょうか。今、本当に昔のままの製法を使

ってることがなんとなく分かるところもあります。昔といっても江戸初期くらいの製法を

用いているとしたら、使用が激しかったからというのもあるのでしょうけど、京都の黒谷

和紙。それから、土佐は今少し分からなくなりましたが。美濃和紙。それから、越前和紙

がどうなんでしょうか。埼玉の小川和紙だとか。名塩は、もう本当に一軒だけなのですけ

ど、間似合紙を作っている人間国宝さんがいますが、そういった所くらいでしょうか。で

も、先ほど言いましたように、雁皮は公家が使っていたものだし、楮でも楮に一部雁皮を

加えて混ぜてつやを出し、さらにそれを鹿の皮なんかに包んで叩いてつやを出すというよ

うなものもあります。そういうものは大体、武家が多いです。武家の中でも、上級武家。

糸も、絹・麻・木綿・紙縒・水引が本を綴じるのに使われるわけです。江戸時代の一般庶
こ よ り

民の、例えばいかに三井家と言えども、ほとんど絹は使っていません。ほぼ麻です。階層

があったんです。紙もそうですけど、紐にも全部階層がありました。場違いなものを使う

と、奢侈禁止令で捕まります。そんなもの使えないのです。

たまに水引とかもらった物を使って綴じたりして使ったものもあります。麻といっても、

あらゆる種類の麻があります。ありがたいことに麻紐の専門店も京都にはありまして、言

えば何でも作ってくれます。昔のもの、そのものを作ってくれます。

糊も、米の糊、大豆の糊、海藻糊、こんにゃく糊。こんにゃく糊は、つや出しにわりと

使われます。こういうのも全て階層、位ががあったわけです。こんなものがいまだに残っ

ているのは、京都ならではですね。これは原料ですけども、技術的なものもたくさんあり

ます。

表具技術。針の技術。紙と紙。紙と布。紙と木なんて、何気なく貼っているようですけ

れど、とても技術があります。和綴じも、三ツ目綴じ、四ツ目綴じ、五ツ目綴じくらいが

大体一般的です。少し出てくるのが康熙綴じ。隅を少し強くしたような、まだよく見たこ
こ う き

とは無いのですが、亀甲綴じとか麻の葉綴じ。できるんですよ。作れるのですが、本物は

ほとんど見たことないです。こんな飾り綴じを使っている所というのは、間違いなく公家
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の出なので。冷泉家さんというお宅が京都にあって、冷泉家時雨亭文庫に、何回か「すみ

ません、文庫の中を覗かせてください」とお願いしたのですが、「それだけは堪忍してく

れ。昔は天皇陛下の許可がないと開けられなかったんだ」と冷泉さんに言われまして、

「ああ、そうですか」。といっても、3 回くらい挑戦したのですが、3 回ともはねられまし
た。見せてくれません。冷泉家時雨亭文庫の蔵の中を、見たかったのですが。

それから一般ですと、大福帳綴じ。大福帳綴じには穴を開けて通すケースと、切ってと

じるケースと二つあります。切るというのは、分かりますか？ 穴を開けるのではなくて、

切るのです。切るのも穴開けるのも同じなのですけど、上から見たらピシャっと切れてま

すから。

その他に、かるたとか扇子とか、そんなものも作りました。

最初に戻って裏打ちがあります。皆さん、裏打ち作業を見たことございますか。裏を貼

って、針もコヤギリやとかホンガミギリとかいわれるようになって、段々広がってくるわ

けです。

動画で見ていただこうと思ったのですけど、刷毛でダンダンダンダンと紙を叩きます。

そういう技術が、やってみて分かります。もちろん、先ほど言いましたように、丸包丁で

紙を切るということは、もうない。難しいし滅多にやらないし、ガサッと裁断機で切りま

すけど、いまだに針はこうやっている。昔の技術というのは、それなりに意味があったの

ですね。だから、やってみて分かるのです。

紙って実は、本当は板の所があって、そこに水を張って、その上に紙を置いて水で貼っ

ていきます。ところが、もたもたしていると、ピョンと水をつけると濡れます。濡れた所

だけがブワっと広がるのです。伸びます。そうすると、それで皺になるのです。だから、

シャッシャッシャッシャッっと、広げていかなきゃいけない。でも、そうやることで本当

にきれいにつくのです。1 枚の紙のようになる。1 枚の紙にすることもあります。紙の繊
維を溶いて、紙の繊維と繊維を重ねて貼ります。そうすると 1 枚になるのです。そういう
こともやります。

昔の技術が、もう本当に、代わるものがないなと思うくらいのものがたくさんあって、

そういった技術の上に、さらに色々な要素を乗せて、さらに高級にして、上に上がってい

くわけです。階層が上がっていくわけです。一番上の技術から一番基礎技術まで全部、京

都にはあります。

綴じの技術も、実はこういうふうにピタッと揃えるのがものすごく難しいんです。端を

ピタッと。納めたものはちゃんと揃っています。

やはり過去の技術はそれなりに意味があって、単純に機械化では置き換えられないもの

がたくさんあるということになります。

おわりに

言葉やインターネット・電子情報だけでは、伝わりにくい先人の想いや気持ちを、見映

えだけでなく、手触りでも色々な方に体験していただきたいというのが大きな狙いで、時

代を超えたより深いコミュニケーションを実現して、伝統文化の推進にお役立ちできれば

と考えております。
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色々な形で協力していただいて、皆さんがお話されてるように、小学生・中学生・高校

生、皆さんに実際に我々の作ったものに触れていただきたい。本当の古典を振り返ってい

ただきたい。英語も重要です。英語もやらなきゃいけないけれど、150 年前の日本語もき
ちんと理解できるような人が育っていけば、とてもありがたいと思います。

先ほど、文字を一つ一つを抜かなきゃいけないと言いました。その時に汚れの点なのか、

「候」の点なのか、それを間違えるとえらいことになるわけです。それを頭に焼きながら、

読んで直していかないとやはり難しいと思って、今一所懸命勉強していますが、なかなか。

時代によっても、人の癖によっても、何もかも皆違うので。くずし字を読むソフトが今、

少しずつ進んできてますけど、どこまで完成するものか楽しみにしています。

ぜひご用命いただいて、少しでも皆さんのお役に立てればと思いますので、どうぞ、宜

しくお願いいたします。


